
巨己]』

“

F:IDLЧ  DHO務 》
春 か ら 始 め る ス キ ル ア ッ プ 特 大 号

3‰ 60分‐
見るだけで  ,

5大スキルが身につ

特集連動

,‐   ・‐

ア
イ

く

論理力、表現力、発想力…が自然に高まる

ロジカル思考を身につける縦横トレーニング

論理的プレゼンのための3M&3Tトレーニング

相手の本音を引き出す  矢 印 トレー ニ ン グ ・…

異動、転勤…

4月からのリスタートをチャンスに

初対面の達人になる!

2大新連載スタート

ニュースのキーワードがわかる

陶経新聞の買い読み刑

仕事と遊びの

「デジタルグッズセレクショИ

ニュースのキーパーソン

宇多田ヒカJレ

毎月第1、
|●

発 売



■111`・7ソ
アド

'早

点|1摯1'1

■

ヨ

１

ｌ

Ｊ

観 光 朋 争力「世界25位」の課題
土 壺

世界のビジネスセレブを集める国際機関が「国の観光競争カランキング」を発表した。
対象124カ国(地域)の中で日本は25位。何とイタリアや中国よりも上位だ。

観光立国を目指す政府には朗報だろうノヽ 素直に喜んでぃぃのか。

日本政府は2003年に「ビジット・ジャバン・キャンペー
ンJを開始した。訪日外国人旅行者数を2010年まで
に倍増させ、looo万人にするとの目標を掲げてぃる

１
■
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
■

，
―
‘
Ｅ
Ｅ
，

bぇby長崎隆司

米

婢

畔

邸

商
錦

鍵

婆

議
」。
そ
の
主
催
団
体
で
あ
る
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
３
月
初
旬
、
１
２
４
の
国

と
地
域
を
対
象
に
し
た
「観
光
競
争
力

ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
概

要
を
報
じ
た
新
聞
記
事
を
見
た
大
阪
観

光
大
学
の
鈴
木
勝
教
授
は
目
を
疑
っ

た
。
「日
本
が
２５
位
？
高
す
ぎ
な
い
か
」。

確
か
に
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
観
光

関
係
者
の
″常
識
″
と
食
い
違
う
点
が

多
々
あ
る
。
外
国
人
旅
行
者
の
受
け
入

れ
数
が
世
界

一
の
フ
ラ
ン
ス
は
１２
位
。

ィ
タ
リ
ァ
は
３３
位
で
日
本
よ
り
下
。
ア

ジ
ア
最
大
の
観
光
大
国
の
中
国
は
７‐
位

…
。
そ
の
中
で
日
本
の
順
位
を
ど
う
解

釈
す
れ
ば
い
い
の
か
。

日
本
の
外
国
人
旅
行
者
の
受
け
入
れ

数
は
世
界
３０
位
で
あ
る
（２
０
０
４
年
）。

こ
れ
だ
け
見
れ
ば
２５
位
も
あ
な
が
ち
高

す
ぎ
る
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
旅
行

者
数
に
は
日
本
の
経
済
力
を
背
景
と
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
３
割
ほ
ど
含
ま
れ

る
。
「観
光
」
に
限
れ
ば
日
本
は
胸
を
張

れ
る
状
況
に
は
な
い
。

ラ
ン
キ
ン
グ
を
構
成
す
る
評
価
項
目

は
田
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
は
、
各

国
の
観
光
関
連
の
デ
ー
タ
や
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

.       073 AsO坐 20070417



観光競争カランキングのベスト30

1位  スイス

2  オーストリア

3  ドイツ

4  アイスランド

訪日外国人旅行者数の推移

００
万
人

5  米 国 543

533

531

528

527

日本の観光競争力のバランスシート(主な項目のみ)

衛生面の利便性

飲料水へのアクセス

507
初等教育

507 中等教育

HIVの広がり

マラリアの発生率

平均寿命

マラリア ・黄熱病の危険性

鉄道のインフラ

企業スタッフの言‖練度

航空路線の有効座席キロ(座席数×運航キロ)4

国内移動のインフラ

航空インフラの質

482 道路のインフラ

港湾のインフラ

環境関連の規則の明確性と安定性

購買力平価

空港の混雑度 (人口当たりの空港数)

ビジネス客に対する旅行延長の推薦度    106

GDPに 対する観光収入           lo3

観光 ・旅行産業に対する政府の優先性     98

テロのビジネスコスト

外国人による直接投資に関する規則

観光上のマーケティングとブランディングの効率  80

外国人による企業所有の制限         77

外国人労働力雇用の容易性          76

雇用・解雇の慣行

大手 レンタカー会社の存在

国の面積に占める国による保護地区の割合   62

航空券への課税 ・空港税 61

6  香港

7  カナダ

シンガポール

9  ルクセンフルク

10  英国

11  デンマーク

12  フランス

13  オーストラリア 出所:2005年までは『観光自書』
2006年 は国際観光振興機

構 l」NTO)14  ニュージーランド

15  スベイン

16  フィンランド

17  スウェーデン

18  アラブ首長国連邦

殴
19  オランダ

20  キプロス

ベルギー

22   ポルトガル

23  ノルウェー

24  ギリシャ

25    日本

26  マフレタ

27  アイルランド

28  エストニア

29  バルバドス

30  台湾

インターネットのビジネス利用の広がり    13 観光・旅行の持続的発展に対する政府の優先性  55

医師の数 (人口当たり)           53世界遺産数 15

2001年 o2  03  04  05  06

1位

に
基
づ
い
て
い
る
。

日
本
に
対
す
る
評
価
は
ざ
っ
と
上
の

表
の
通
り
だ
。
評
価
が
高
か
っ
た
項
目

は
、
衛
生
や
教
育
、
国
内
の
交
通
網
な

ど
に
関
連
す
る
も
の
だ
。
逆
に
低
評
価

だ
っ
た
の
は
、
価
格
や
観
光
関
連
の
政

策
、
規
制
な
ど
の
点
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
そ
も
そ
も
日
本

が
持
つ
良
さ
が
高
得
点
を
叩
き
出
し
、

観
光
政
策
上
の
直
接
的
な
課
題
を
十
二

分
に
カ
バ
ー
し
た
結
果
、
２５
位
と
い
う

順
位
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

Ｐ
Ｒ
に
外
国
人

の
力
を
借
り
る

世
界
的
に
知
名
度
の
あ
る
機
関
に
よ

る
ラ
ン
キ
ン
グ
で
そ
れ
な
り
に
高
い
順

位
だ

っ
た
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ
て
歓

迎
す
べ
き
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
政
府
は
「観
光
立
国
」
を
目
指

し
「ビ
ジ
ッ
ト
ミ
ン
ャ
パ
ン
。キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
推
進
中
だ
。
外
国
人
旅
行
者
を

２
０
０
３
年
の
約
５
０
０
万
人
か
ら
２

０
１
０
年
に
１
０
０
０
万
人
ま
で
増
や

す
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
羽
田

空
港
の
新
滑
走
路
の
運
用
開
始
が
２
０

１
０
年
に
ず
れ
込
み
、
中
国
や
韓
国
と

結
ぶ
国
際
線
の
開
設
が
遅
れ
る
と
い
っ

た
障
害
は
あ
る
が
、
１
０
０
０
万
人
突

破
は
射
程
距
離
に
入
つ
て
い
る
。

だ
が
、
数
字
の
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
に

終
わ
る
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
こ

と
も
否
定
で
き
な
い
。
旅
行
者
が
本
当

に
満
足
し
、
な
お
か
つ
日
本
の
観
光
産

業
が
潤
わ
な
け
れ
ば
、
「観
光
立
国
」
は

看
板
倒
れ
に
終
わ
る
。

「日
本
の
観
光
資
源
は
今
の
ま
ま
で
十

分
」
と
鈴
木
教
授
は
言

つヽ
。
富
士
山
や

京
都
だ
け
で
な
く
、
温
泉
も
ア
キ
ハ
バ

ラ
も
フ
ァ
ィ
ン
ョ
ン
も
売
り
物
に
な
る
。

問
題
は
外
国
人
が
本
当
に
楽
し
め
る
旅

を
用
意
で
き
る
か
ど
う
か
だ
。

そ
の
切
り
札
は
外
国
人
の
力
を
借
り

る
こ
と
だ
ろ
う
。
旅
行
者
の
視
点
で
日

本
の
良
さ
を
見
つ
け
、
そ
の
楽
し
み
方

を
伝
え
る
と
な
る
と
、
日
本
人
よ
り
も

旅
行
者
側
の
国
の
人
の
方
が
適
任
だ
。

こ
の
数
年
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

の
ス
キ
ー
客
が
急
増
し
て
い
る
北
海
道

の
ニ
セ
コ
（倶
知
安
町
）
や
長
野
県
の
自

馬
村
は
好
例
と
言
え
る
。
ど
ち
ら
も
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
が
住
み
着
き
、
母
国
の
ス
キ

ー
ヤ
ー
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。
Ｔ
一セ
コ
の
よ
う

な
事
例
を
国
家
戦
略
に
組
み
込
む
べ
き

で
す
員
鈴
木
教
授
）
。

日
本
人
が
自
信
を
持
っ
て
い
た
「も
て

な
し
」
に
も
課
題
が
あ
る
。
鈴
木
教
授

は
今
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
観
光
客
の

Ｌ

Ｅ

Ｅ
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雪不足のスキー場で目立ったオーストラリア人

全
国
の
ス
キ
ー
場
が
雪
不
足
に
泣
い

た
こ
の
冬
、
八
方
尾
根
な
ど
長
野
県
白

馬
村
の
ス
キ
ー
場
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
が
ひ
と
き
わ
目
立
っ
た
。
北
海
道

の
ニ
セ
コ
と
同
じ
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
が
住
み
着
い
て
観
光
事
業
を
始

め
、
母
国
か
ら
集
客
し
、
ク
チ
コ
ミ
で
魅

力
が
知
れ
渡
っ
た
。
白
馬
村
観
光
局
の

加
藤
潔
理
事
は
、
「今
シ
ー
ズ
ン
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
客
の
延
べ
宿
泊
数
が
１

万
泊
に
達
し
そ
う
だ
」
と
話
す
。

増
え
続
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
な

ど
外
国
人
客
の
受
け
入
れ
で
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
ホ
テ
ル

経
営
者
た
ち
が
結
成
し
た
「ハ
ク
バ
。
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
組
織
だ
。
英
語
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
用
意
し
、
「
ハ
ク

バ
」
に
興
味
を
持
っ
た
外
国
人
に
分
か

り
や
す
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

会
長
の
渡
部
修
氏
が
経
営
す
る
白
馬

ス
ポ
ー
ツ
ホ
テ
ル
テ
リ
ー
で
は
、
昨
シ

ー
ズ
ン
に
比
べ
て
外
国
人
客
が
５
割
ほ

ど
増
え
た
。
約
４
割
は
旅
行
代
理
店
経

由
だ
が
、
あ
と
は
直
接
の
予
約
だ
と
い

・■

約
４
割
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
、

残
り
は
電
話
だ
。

直
接
申
し
込
ん
で
く
る
外
国
人
客
に

対
し
て
は
予
約
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
欠
か

せ
な
い
。
「成
田
空
港
か
ら
白
馬
ま
で
の

交
通
手
段
や
リ
フ
ト
券
な
ど
に
つ
い
て
、

予
約
後
に
メ
ー
ル
で
３
～
４
回
や
り
取

り
し
ま
す
宍
渡
部
氏
）
。

同
じ
く
ハ
ク
パ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
参
加

し
て
い
る
ラ
ミ
ネ
ー
ジ
ュ
東
館
で
は
、
今

シ
ー
ズ
ン
は
外
国
人
客
が
約
３
割
を
占

め
る
。
冬
だ
け
で
な
く
夏
に
再
び
訪
れ

て
く
れ
る
人
も
出
て
き
て
い
る
。

白
馬
の
成
功
は
本
気
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
な
ど
を
も
て
な
そ
う
と
努
力
す

る
関
係
者
が
い
た
こ
と
が
大
き
い
。
外

国
人
客
が
夕
食
時
に
街
に
繰
り
出
し
や

す
い
よ
う
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
走
ら
せ

る
な
ど
、
自
馬
村
観
光
局
も
積
極
的
に

動
い
て
い
る
。
商
工
会
も
英
語
表
記
の

あ
る
飲
食
店
マ
ッ
プ
を
作
っ
た
。

前
出
の
渡
部
氏
は
「う
ち
で
英
語
の

日
常
会
話
が
で
き
る
の
は
私
を
含
め
て

２
人
だ
け
。
で
も
片
言
の
英
語
で
も
対

応
で
き
る
。
『伝
え
た
い
』
と
い
つ
意
識

が
大
事
な
ん
で
す
」
と
言
う
。

受
け
入
れ
に
関
す
る
項
目
の
評
価
が
低

か
っ
た
こ
と
に
シ
ョ
ツ
ク
を
受
け
た
。
例

え
ば
「
ツ
ー
リ
ス
ト
ヘ
の
態
度
」
は
８２
位
。

日
本
人
は
礼
儀
正
し
く
、
外
国
人
旅
行

者
に
対
し
て
親
切
…
。
そ
う
し
た
定
説

が
覆
さ
れ
る
よ
う
な
結
果
だ
っ
た
。
同

項
目
が
１
２
２
位
と
最
下
位
寸
前
だ
っ

た
フ
ラ
ン
ス
よ
り
は
ま
し
だ
が
、
日
本

人
も
″高
慢
″
に
な
っ
た
の
か
。

中
国
人
団
体
客
を
も
て
な
す

「日
本
人
客
も
押
し
寄
せ
る
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
笑
顔
で
外
国
人
客
を
も
て
な

し
、
優
先
的
に
対
応
で
き
る
か
ど
う

か
」
。
鈴
木
教
授
は
外
国
人
客
受
け
入

れ
の
カ
ギ
を
こ
う
指
摘
す
る
。

例
え
ば
、
外
国
人
旅
行
者
数
が
１
０

０
０
万
人
に
達
す
る
と
し
た
ら
、
そ
の

２０
％
以
上
を
占
め
る
と
予
想
さ
れ
る
中

国
人
へ
の
応
対
は
重
要
だ
。
高
額
所
得

者
の
増
加
と
渡
航
規
制
の
緩
和
を
背
景

に
、
中
国
が
「海
外
旅
行
大
国
」
に
な
る

の
は
目
に
見
え
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
中
国
人
旅
行
者
の
団
体

ツ
ア
ー
は
、
成
田
↓
東
京
↓
箱
根
↓
京

都
と
移
動
す
る
１
週
間
コ
ー
ス
で
７
万

～
８
万
円
と
い
う
タ
イ
プ
が
主
流
だ
。

ホ
テ
ル
の
グ
レ
ー
ド
は
限
ら
れ
、
移
動

も
全
行
程
バ
ス
を
使
う
。
し
か
し
最
近

は
同
じ
ル
ー
ト
で
料
金
が
２
～
４
倍
の

タ
イ
プ
が
登
場
し
て
き
た
。
ホ
テ
ル
の

ラ
ン
ク
は
上
が
り
、
新
幹
線
に
乗
る
。

台
湾
な
ど
中
国
語
圏
か
ら
の
観
光
客

に
人
気
が
あ
る
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
は
、

同
社
ト
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
の
ホ
テ
ル
を
組

み
込
ん
だ
旅
行
商
．品

な
ど
を
提
案
し
て

い
く
方
針
だ
。

中
国
だ
け
で
な
く
、
日
本
周
辺
国
の

経
済
成
長
は
日
本
の
観
光
産
業
に
と
っ

て
追
い
風
だ
。
苗
場
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

（新
潟
県
）
で
は
Ｆ
ン
ア
か
ら
新
潟
空
港

経
由
で
や
つ
て
く
る
ス
キ
ー
客
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。
韓
国
人
旅
行
者
も
日

本
各
地
の
温
泉
地
や
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル

フ
場
な
ど
に
押
し
寄
せ
て
い
る
。

言
葉
も
文
化
も
異
な
る
様
々
な
国
々

か
ら
の
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
体
制
を

万
全
に
整
え
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

そ
れ
だ
け
に
ヨ

ュヽ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
壁

を
乗
り
越
え
ら
れ
る
だ
け
の
「気
持
ち
」

が
あ
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る
。

「日
本
の
若
い
人
は
旅
行
を
し
な
く
な

っ
て
い
る
矢
日
本
交
通
公
社
観
光
文
化

事
業
部
の
相
澤
美
穂
子
研
究
員
）
。
団

塊
市
場
は
伸
び
る
だ
ろ
う
が
、
彼
ら
が

元
気
に
旅
行
で
き
る
期
間
は
限
ら
れ

る
。
長
期
的
に
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